
別紙 1 

長野南高校設立経緯補足 

 

1. 「第１章 長野県長野南高等学校の創立」三（以下「創立」と略）にあるよ

うに当時各地で起こった公立高校新設運動が「地方自治体の首長を先頭に、

公費で行った公立高校新設運動であった」のが通常であったにもかかわらず

長野南高校の設立運動においては、更北区長会長が新設期成同盟会の会長で

あるところに、地域の切実さがにじみ出ている点が重要である。 
2. よって、地域住民よりカンパを募り、配布資料を作成したり、陳情をするた

めのバス手配を行った。住民運動そのものであるということ。 
3. また「創立」一下段で「犀南地区は高校の偏在と交通渋滞のため公立高校の

進学は、厳しい条件におかれ、中学浪人も他地区に比し多く出た」文字通り

犀南地区の高校新設は悲願であった。 
4. 当時（昭和５０年前後）からここ犀南地区において人口が多かったこと、人

口増加が著しいことは「設立」から明らかであり、新設高校設立の一番の理

由であった。 
5. 「創立」一上段で更北中学出身の高校生が言っています「犀南は、長野市中

心的位置にあり、人口も多いのにどうして高校がないのだろう。高校通学で

は僻地だなと感じています」これは、もし松代との統合がなされれば将来、

地元中学生が必ず感想として漏らすに違いがなく、この地に高校のないこと

に対する不合理さの嘆き、必然的といえる疑問である。 
6. 上記の状況は今現在も変わっておらず、さらに当時３万４千人であった人口

はいまや５万７千人に激増し、未だに増え続けており犀南地区の高校存在意

義、価値は当時以上に上がっているといえる。 
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